
 
 

 

 
 

 
Hatohol 16.01 

ARMテンプレート 
簡易マニュアル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright © 2000­2016 MIRACLE LINUX CORPORATION All rights reserved 
 



 
 

 

 
 

1 はじめに 
本テキストは監視統合ツール「Haothol」を​Microsoft Azureへデプロイする手順とMicrosoft 
Azureのリソース監視機能の情報をHatohol上に通知するための手順を示す。 
 

2 ARMテンプレートのデプロイ 
ARM(Azure Resource Manager)テンプレートとは、Microsoft Azureのリソース情報をJSON
形式のテキストとして記録し、Azure上へのデプロイを容易にするものである。本手順では

MIRACLE LINUXが提供するARMテンプレートの展開手順を示す。 
 

2.1 Azureへのログイン 
MIRACLE LINUXのイベントページ( ​https://www.miraclelinux.com/lp/hatohol­on­azure​ )よりデ

プロイ用URLを取得し、そのURLをWEBブラウザを使用して表示する。Azureのログイン画

面が表示されるので、有効なサブスクリプションを持つAzureアカウントでログインする。 
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2.2 デプロイ情報の入力 
ログインするとARMテンプレートのデプロイ画面が表示されるので必要項目を入力する。 
入力項目は以下である。 
 
パラメータ 

NEWSTORAGEACCOUNTNAME  デプロイ先のストレージアカウント名 

LOCATION  デプロイ先のリージョン(プルダウン
選択) 

ADMINUSERNAME  仮想マシンのユーザ名 

ADMINPASSWORD  仮想マシンのパスワード 

DNSNAMEFORPUBLICIP  DNS名 

 
サブスクリプション 

有効なサブスクリプション  サブスクリプション(プルダウン選択) 

 
リソースグループ 

リソースグループ名  任意のリソースグループ名(プルダウン選択) 
(新規を選択した場合は重複しないリソースグルー
プ名) 

 
 
リソースグループの場所 

リソースグループの場所  パラメータで選択したリージョン(プルダウン
選択) 

 
法律事項 

入力事項なし  内容を確認し[OK]をクリック 
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入力項目と確認事項を全て完了し、下部の[作成]をクリックするとデプロイが開始される。 
（[ダッシュボードにピン留めする]にチェックを入れるとダッシュボードにデプロイ状況が

表示される） 
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2.3 デプロイしたHatoholへのログイン 
デプロイが成功すると、WEBブラウザ上から以下のURLでHatoholへアクセスが可能にな

る。 
 
http://<仮想マシンのパブリックIP>/hatohol 

 
アクセスに成功すると以下の画面が表示される。

 
 
以下のユーザ名/パスワードでログインする 
 

ユーザ名   : admin 
パスワード : hatohol 
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3 Azure アラート機能の統合 
Azureでは特定のリソースに「アラートルール」を設定することで、しきい値又はイベント

発生による通知が可能である。本テンプレートのHatoholでは「アラートルール」の通知先

に”WEB Hook”を選択出来るものに対して設定を行うことで、Hatoholのイベント画面上への

通知が可能となる。 
 

3.1 Hatohol WEB画面上の設定 
HatoholのWEB画面へログインし、以下の設定を行う。 
 
画面上部の「設定▼」をクリックし、プルダウンの中から「監視サーバ」を選択する 

 
 
画面左上の「監視サーバー追加」をクリックする 
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「監視サーバータイプ」をクリックし、プルダウンから「Fluentd(HAPI2)」を選択する 

 
 
設定項目を入力し、[追加]をクリック(試用版ではニックネーム以外の設定は固定) 

ニックネーム  任意のニックネーム 

リトライ間隔(秒)  任意のリトライ間隔 

パッシブモード  チェックを入れる 

ブローカーURL  amqp://hatohol:hatohol@localhost/hatohol 

静的キューアドレ
ス 

test 

 
 
監視サーバ一覧に作成した監視サーバが登録されていることを確認する。 
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3.2 Hatohol サーバの設定 
HatoholのAzureアラート受信機能はデプロイ直後は無効となっている為、CUIの操作により

起動する必要がある。Azureは仮想コンソールを持たない為、任意のSSHクライアントで

Azure上の仮想マシンへログインする 
例 (*Linuxのターミナルの場合) 

~$ ssh <デプロイ時に設定したユーザ名>@<仮想マシンのIP> 
The authenticity of host '...' can't be established. 
ECDSA key fingerprint is ef:.... 
Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes 
miracle@rinatest01.japaneast.cloudapp.azure.com's password:<デプロイ時に設定したパスワード>  
.... 
[test@MyHatoholVM ~]$  

 
仮想マシンへのログイン後、以下のコマンドをターミナル上で実行する。 

[test@MyHatoholVM ~]$ ​sudo systemctl start azure_trapper.service 
[test@MyHatoholVM ~]$ ​sudo systemctl start hap_fluentd.service 

 
*最初のコマンド実行時にSSHログイン時のパスワードを要求されるため入力する。 
 

3.3 Azure アラートルールの設定 
任意のリソースでアラートルールを作成する。(本テキストではApp Serviceを使用) 
 
対象リソースの[設定]から[警告]を選択する 
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[アラートルールの追加]をクリックし、任意のアラート設定を行った上で設定項目下部の”
Webhook”の項目に以下を入力する。 
 

http://<hatoholサーバのIP>:8000 
 

​ 
 
アラートルールで設定した条件が満たされると、Hatoholへその内容が通知される。 
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以上 
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